少数 限定 和風 の ぬく も り を 感じ る リゾ ー ト と 名 門 クラ シッ ク ホ テル で 寛ぐ | 掲載 No 


和 の リゾ ー ト ・ 扉 温泉 明神 館 と 


山岳 リゾ ー ト ・ 上 高地 需 国 ホ テル 


| 春 旨 大 17.00oF 248.000 175.000F 182000 円 185.000 円 178.000 円 18800O 


東京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 浅 和 員 は 初日 新 大 孤 駅 また は 松本 駅 か ら 最終 日 革 野 駅 また は 新 
大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
ホテ ル の 部 屋 タイ プ [ 民 本 】 山側 24mf ・ 天 宏 ・ 天 培 人 幸 あり 【A タ イプ 】 貼 


和室 また は 洋室 ※ 名 古屋 発 善 、 現 地 合 流 に つい て は 


り 料 金 が 異な り ま 


側 R0nf 【B タ イプ 】 ペラ ンダ 付 客室 37nf、 
P59 を ご 参照 下さ い 。 


行程 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で 
ーー バス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


つ 午 後 : 上 高地 帝国 赤 ホテル 泊 (早め の 到着 、 上 高地 の 中 心 

を も つ 河 重 橋 や 、 立 枯れ の 木々 が 印象 的 な 大 正 池 向 策 

る 名 クラ シッ ク ホ テル に ゆとり の 彰 在 、 夕 食 は メイ ンダ イ 

ゆっ くり 10 時 すぎ 出発 つ 安 曇 野 ワ イナ リー (な だ ら か か 状 畑 と ワイ ン の 試飲 ) 
つ 大 王 わさび 農場 (大 王 農 場 産 上 居 本 生 わさび な ど 特 別 メ ニュ ー 硫 食後 、 農 場 邊 
申 逆 策 ) 国宝 ・ 松 本 城 (現存 する 五 重 太 階 の 天守 の 中 日 本 明 古 の 国宝 の 城 ) 
夕刻 : 雇 温 泉 明神 館 泊 ( 和 の リゾ ー ト で の ん びり 野天 風呂 や 立 湯 な ど で 寛 ぐ 、 和 
全席 夕食 ) 

午前 : 宿 > 車山 高原 ・ 白 樺 湖 ( 夢 尋 山 と 湖畔 の 紅葉 ) > 御 泉水 自然 園 ( 様 高 
1830m に 広がる カラ マツ 梅林 帯 や 遠く 北ア ルプ ス を 展望 する 紅葉 スポ ッ ト ) つ 牧 科 
高原 バラ クラ イン グリ ッシュ ガー デン (アフ ター ヌー ンティー セッ トラ ンチ 後 、 
日 本 初 の 本 格 的 英国 式 居 園 、 バ ラク ラ の 収穫 祭 ・ ハ ー ベ スト フェ ステ ィ バル 2022 開 


※ 利 用 バス 会 社 平成 交通 また は 木 観 光 バ ス ※ 部 屋 タイ プ : ] 活 目 洋室 、 


上 高地 融 国 ホ テル と 生 高 連峰 上 高地 河童 橋 か ら の 眺め 
画像 : ちの 失 光 まち づく り 提 人 拉 


扉 温泉 明神 錠 


立ち 湯 の 露 天風 呂 夢 笠山 と 湖畔 の 紅葉 


日 本 初 の 本 格 的 な 山岳 リゾ ー ト ホテ ル と し て 1933 
年 に 誕生 の 上 高地 帝国 ホテ ル へ 。 趣 向 を 凝ら し た 料 
理 の 夕食 、 木 の ふく も 0 を 感じ る 山小屋 風 の 空間 で 
寛ぎ の ひと と き を お 過ごし 下さ い 。 翌 日 は 狼 ヶ 岳 中 
信 高 原 国定 公園 の 中 腹 に 佐 む 、 創 業 昭和 6 年 の 歴史 
ある 湯 宿 、 扉 温泉 明神 館 へ 。 緑 の 渓谷 に 包ま れ た 開 
放 的 な 路 天 温泉 や 信州 産 信 材 を 豊富 に 使っ た 料理 を 


人 中 の 同数 全 ) 


EE ホテ ル と 古く か ら 多く の 文人 墨 客 に 愛さ れ て きた 
旅館 に 宿泊 、 鈴 光 列車 ろく も ん で 食事 も 楽し み ま す 


少 人 数 限定 佳 き 宿 で 真 ぐ 
軽井沢 万 平 ホテ ル と 緑 詩 山 宿 藤井 荘 


お 楽し み 下 きい 。 


掲載 No| 


67 6CEP5P10 
最少 催行 人 員 : 10 名 


東京 発 | 6AEP5P10 | 詳 


呈 a 164,000 円 205.000 円 159.000 円 168.000 円 209.000 円 
| 大阪 革 186.000F 194.000F 295.000F 189.000F 198.000F 239.000 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 、 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 長野 抽 光 バス 、 章 経 交通 ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 洋 室 2 泊 目 : 離れ 和洋 室 、 
の 部 屋 タイ プ に より 料金 が 尋 な り ます [基本 】2F 緑 台 な し 寄 室 【 ム タイ プ ] 1F 縁台 付き 客室 ※ 名 
古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 ー バ パス 航空 機 … 徒歩 ! 車 一般 + そ の 他 


地元 案内 人 と 散策 … 圭 場 池 っ 軽井沢 タリ アセ ン 
( 垢 沢 湖 周 』 


史生 、 和 文 箇 な ど ) ・ タ 到 : 則 沢 ・ 万 平 ホ テル 泊 (メイ ンダ イニ ング 
で フレ ンチ コ ー 昌信 お 電 は 人 て 新しき か 電 合 する ウス イ を 


万 平 ホ テル ウス イ 館 客室 一 例 万 平 ホテ ル 料理 


> 旧 電 井沢 ロー タリ ー… 


人 憲和 し 彫り め ) 日 本 二 < 電 計 > っ 緑山 穴太 可 山 家電 蘭 料理 

スカ イレ ー タ ー と リフ り 高 2.307m の 」 (へ 。 北 アル プス や ぷ 

間 山 守山 な ど 390 放 の パノラマ 展 、 和 の 吉 色 と モミ ジ ・ カ エ デ ・ ナ ナカ マ 要 台 付 旅 れ 和洋 吉 客 憲 例 

ド な どの 紅葉 ・ 黄 葉 が 繊 りな す コ ント ラス ト は 見 事 ) ++ ロ マン スリ フ ト H: en 

タ 到 : 信 州 山田 温泉 ・ 経 電 山 宿 藤間 荘 泊 (古く か ら 多く の 文人 | 自然 、 歴 史 、 を し て お も て な し の 心 が 美しく 調和 す 


て きた 老舗 の 和風 旅館 、 お 部 屋 は グレ ー ド アッ プ の 和洋 室 客室 を ご | 本 補 

物 料理 「 ぼ ん ぼん 鋼 」 な ど 和 食 会 席 夕 食 

午前 : 宿 つ 小 布施 ・ 岩 松 院 ( 介 委 北斎 の 天井 画 「 作 方 上 み の 鳳 風 図 」) つ 小 布施 ・ 北 

に (浮世 絵師 葛飾 北斎 の 肉筆 画 コ レク ショ ン 、 乗 の 小径 な ど 散策 ) > 長野 = し 
の 鉄道 観光 列車 「 ろ くも ん (浅間 山 や 千曲 川 な ど 信州 の 美しい 自然 が 広がる 

大 胡 だ わり の 創作 和食 料理 を ゆっ くり と ご こ 載 能 下さ い ) ニ 


る 日 本 を 代表 する クラ シッ ク ホ テル 、 軽 井沢 ・ 万 平 
ホテ ル と 数 多く の 文人 黒 客 に 愛 る され て きた 倍 旅館 、 
緑 叶 山 宿 藤井 荘 に 宿泊 し ます 。 色づく 紅葉 や し な の 
鉄道 ・ 観 光 列車 「 み くも ん 」 で 料理 長 こ だ わり の 創 
作料 理 も お 楽し み 下 さい 。 
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